



＜プログラム＞
	
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　　師　（敬称略）

	８

月

３
日(土)
	13:30～13:35
	開講の挨拶
	日本女子大学人間社会学部心理学科教授

飯長  喜一郎

	
	13:35～14:00
	心理学と保育学の連携とは
	（前　　　掲）
飯長  喜一郎

	
	14:00～15:30
	心理学からみた保育カウンセリングの可能性
	天理大学大学院臨床人間学研究科教授
菅野  信夫

	
	15:45～17:00
	保育現場における臨床心理士の立場
	臨床心理士 

京都府私立幼稚園連盟キンダ―カウンセラー
馬見塚　珠生

	８

月

４
日(日)

	9:15～10:45
	幼稚園における臨床心理士との協働
	東京都幼稚園園長
小宮　広子

	
	11:00～12:30
	保育士が立ち上げたカウンセリング研修会の学び
	元保育園園長
保育パラ・ピアカウンセラー協会代表
渡邊　暢子

	
	12:30～13:30
	( 昼　　食　　休　　憩 )

	
	13:30～14:30
	保育臨床が必要な背景：今、現場でおきていること
	関東学院大学人間環境学部人間発達学科教授

土谷　みち子

	
	14:45～15:45
	受講者の皆様と講師の対話
	出 席 講 師

	
	15:45～15:50
	閉講の挨拶
	（前　　　掲） 　 　土谷　みち子


　　　　　　　



＊都合により講義テーマや時間配分が変更となる場合があります。予めご了承願います。








　全国的に子育て支援ひろばが増加し、保護者がさまざまな相談を地域の中で気軽にできるようになりました。その反面、育児・保育現場において、保育者は虐待・発達障害・精神疾患等々、深刻な心配を抱える保護者への対応に苦慮し、心理学との連携の必要性も模索されています。


今回は、「心理学と保育学の連携」についてさまざまな角度から考えます。情報共有はしても、それぞれの領域を「分業」して職務にあたる連携、また共に行動する「協働」、さらに心理職が保育士資格を取得し、または保育士が心理学を学び保育心理学の専門家となるような「融合」する立場もあるでしょう。今後の支援のあり方、または連携のしかたには、どのような可能性が考えられるでしょうか。


皆様の経験を交換しながら、学ぶ２日間です。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 企画講師：土谷みち子・飯長喜一郎 】





講座№１３３０２





子ども・専門講座 ２








期　　日 : 2013年 ８月 3日（土）・4日（日）


受講対象：保育士、幼稚園教諭、臨床心理士、臨床発達心理士、保育幼児教育・臨床心理学・社会福祉学等専攻の学生・大学院生、および子育て支援に関係する方や関心のある方


定　　員：９0名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：12,000円（税込み）　＊昼食は各自でお手配ください


会　　場：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　講義室　


〒171-0033東京都豊島区高田3-19-10　　電話03-3986-7021


（ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場駅｣より徒歩約7分）


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　











子育て・保育現場における心理学と保育学の連携














